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研究テーマ（発表タイトル） 

釧路再生案～新エネルギーによる雇用創出～ 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

私たち専修大学徐ゼミでは、地域振興・地域再生について研究をしている中で、消滅可能性都市の 1 つに北海道釧路市が

入っていることを知った。釧路市ではかつての主要産業が衰退し、今では生活保護受給率が全国一という現状があるため、持続

的な産業と雇用の創出が早急の課題であると考えた。 

 そこで私たちは、生活していくうえで必要な”エネルギー産業“を軸とした、釧路市地域再生プランを提案する。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

釧路市は、炭鉱業や水産業を軸として発展していった街で、道東の主要都市として存立していた。しかし、環境問題による、

石炭需要の低下や炭鉱の相次ぐ閉鉱、200 海里問題による海域制限が重なり、主要産業が衰退していった。これを受けて、

生活保護受給者数の増加や人口の転出が増加、雇用の場の減少と負のスパイラルから抜け出せない状況にある。 

新たな雇用の創出を図るには、新たな産業を生み出すか、現在既にある産業を蘇らせていくかという二択しかないが、釧路市

には新たな産業を生み出すほどの経済的余裕もない。 

現在釧路市では観光業に注力していて、観光客数の一定の伸びは確認できているが、観光業は国内外問わず、それぞれの

国の経済状況などに左右されてしまう。そのため、産業としての持続性、安定性に不安が残る。 

釧路市について更に調べていく中で、釧路市では自然エネルギーを活用した発電方法が豊富にあることが分かった。温泉地に

よる地熱発電、日射率の高さから大規模な太陽光発電、雪の降る地域ならではの雪氷熱発電、牧場地帯やパルプ産業の工

場地帯によるバイオマス発電や小水力発電などである。また、石炭に木質バイオマスを混ぜて混焼する石炭バイオマス発電所も

建設される予定である。 

そこで私たちは、この豊富にあるエネルギー産業を活用して、雇用の創出を図ることにした。 

３．研究テーマの課題 

釧路市で再生可能エネルギーを展開していくにあたって 2 つの課題が存在する。 

１つが電力小売業者の不在、２つ目が資金問題である。具体的には、まず電力小売り事業者について、再生可能エネルギ



ーの先進国であるドイツでは実際に雇用創出に成功している。成功した大きな理由の１つにシュタットベルケという電力の小売り

事業者の存在がある。しかし、日本にはシュタットベルケのような地域に根付いた小売り事業者は存在しない。そのため現状では、

日本国内で生産した再生可能エネルギーは大手電力会社に売電している状態である。また、近年大手電力会社は、電力自

由化に伴う電力の供給過剰を防ぐために再生可能エネルギーの購入を渋る傾向にある。結果的に今の日本では、再生可能エ

ネルギーを生産しても売れにくく、利益を上げにくい状況にある。 

２つ目に資金問題である。生産した再生可能エネルギーを大手電力会社に販売する際には送電線が必要となる。その送電

線の敷設・維持・管理にかかる費用は個人負担となる。また、発電施設を建設する際にも莫大な費用が必要となる。これらの費

用には国や自治体からの補助金が出てくるが、それでも個人で負担するには厳しい。そのため個人的に再生可能エネルギー事業

を展開するには初期費用等の資金問題に直面し、事業展開を諦める人が多いのが現状である。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

バイオマス発電中心のエネルギー産業による波及的雇用の創出の提案である。まず釧路市に、家畜の糞尿を原料に用いるバ

イオマス発電のプラントを建設する。糞尿を用いることで悪臭問題・土壌汚染といった環境問題の解決にもなる。行政と酪農家た

ちが協力しあって資金を捻出する。そうすることで初期投資のリスクを軽減し、プラント管理やメンテナンスといった新たな雇用を創

出する。プラントで作成した電気は基本的に自身のプラント運転に使用し、余剰部分を電気の小売り事業者に販売する。プラン

トから買った電力を、小売り業者は「発電者のわかる電気」として販売。需要家は「顔の見える野菜」同様、「顔の見える電力」と

して購入。需要家は契約の状況に応じて特典(特産物のプレゼントや農場見学等)を得られる。電力の供給者にとっては「自分

の存在や持ち味をアピールできる機会」として活用できる。この仕組みにより電力を通じて地域とかかわりを持つことができ、地域内

循環のきっかけができる。 

発電で生み出された利益を元手に、インフラ事業や観光事業に投資、また新たに雇用を創出する。このようにバイオマス発電

中心のエネルギー事業を始めとした一連の流れにより、釧路市の雇用創出を実現する。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

【調査一覧】釧路市について、地方再生方法、シュタットベルケ、釧路市への導入方法 

【インタビュー】みんな電力株式会社、野村牧場様、釧路市役所 

我々は上記の解決策の実現可能性の調査として、電力の自由化に伴って生まれた電力会社、みんな電力様へインタビューを

行った。この企業は需要家が支援する自然エネルギー事業者を自由に選べるシステムを展開しており、それによって生まれる電力

供給以外の付加価値を重視している。付加価値を通して、事業者は電力事業とその地の特産物を同時に発信することができる。

この発電事業者と需要家がつながりを持てるシステムは、電力の地産地消への足掛かりとなると考えた。 

また、釧路市にてバイオマス発電を展開している野村牧場様へ現地インタビューを行った。バイオマス発電は電力だけでなく、家

畜の糞尿の臭い問題を解消することができ、メリットは多いが、膨大な初期コストと、北電へ売電することができないという問題点

から積極的に導入する農家が少ないという現状が分かった。 

さらに、釧路市役所都市経営課の方々と我々の提案に関して議論を行った。議論の結果、太陽光発電や風力発電は建設

後の管理の必要性が低く、雇用創出性が低いことが分かった。しかし、十勝で展開しているバイオマス事業は、地域の協力により、

エネルギーの地産地消を実現していることが分かった。十勝におけるバイオマス事業展開と、みんな電力様のような発電事業者を

需要家が支援できるシステムを組み合わせることで、釧路市においてもバイオマス事業の六次産業化が可能ではないかと考えた。 

６．結果や今後の取り組み 

 電力自由化及び新エネルギーによる六次産業化は大きなビジネスチャンスを秘めており、十分将来性がある事業であるとヒアリ

ングを通じて確信した。しかし、日本の電力事業はまだ発展の初期段階にしか過ぎない。今後、地域、行政、民間、企業、大学、

産学官で連携して取り組んでいかなければならない大きな問題であると認識している。 

 我々はまだ不十分な提案しかできていないが、それを一つの切り口として日本の電力自由化の未来と地域振興を考えていきた

い。今回得られた知見を無駄にせず取り組み、協力していただいた釧路市、野村牧場様、みんな電力株式会社様の意見等々

をフォローアップしていきたい。 
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インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項 
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＜企画シート作成上の注意＞ 
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A4 サイズでプリントし、3 ページ目までをお渡しします。 
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